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３．東北地方の目指すべき将来像 
（１）東北地方の将来像 

東北ブロックの社会資本の重点整備方針を踏まえ、東北地方の将来像は以下の通りである。 

 

 

 

 

①活力 

圏域内外の主要都市や生産拠点等を結ぶ交通・情報通信ネットワークの構築、及び安

定的な水資源の確保を図る。これにより、広域的な連携による、競争力を持つ産業群の

形成、及びマーケットへのアクセス改善による、多様な地域資源を活用した地域内発型産

業の創出・振興を支援する。また、地球温暖化や国際化に対応しつつ、安全で安心な食

料を安定して供給できる持続可能な農林水産業の振興に寄与する。加えて、二地域居住
注１）やＩターン注２）などの新たな価値観やライフスタイル注３）に対応した交流人口の拡大を通

じて、若者から高齢者まで生き甲斐をもって働ける産業構造の構築を目指す。 

このような地域間の連携交流を促進することにより自立的・持続的な成長を実現する圏

域を創り上げる。 

日本海地域と太平洋地域の連携を強化し、東アジア・ロシアや北米等との世界に開かれ

た国内外をネットワークする「環日本海・環太平洋ゲートウェイ」を開き、農作物、人材、技

術力等、東北圏の地域資源を十分に活用し、沿岸部・内陸部が一体となった、国際競争

力のある産業が集積する圏域を創り上げる。 

 

②安全 

既存社会資本ストックを有効活用しながら、地震・津波、風水害、土砂災害、豪雪などの

自然災害への備えを充実し、社会経済活動を支える圏域を創り上げる。 

 
③暮らし 

子供から高齢者の各世代の人々が、もてる力を十分に発揮し、いきいきと暮らしていくた

めのユニバーサル社会注４）を実現するとともに、地域医療の支援、生活圏内の公共交通

等の確保及びコンパクトシティの形成等により、都市と農山漁村が共生し、温もりある人

に優しい圏域を創り上げる。 

 

④環境 

地域固有の伝統・文化や美しい国土を適切に保全し、後世に継承するとともに、その自

然・環境・技術を活かし循環型社会を基礎においた低炭素社会を構築するために、豊か

な自然環境を再生し、自然の恵みを有効に活用した地球温暖化防止に貢献する環境先

進圏域を創り上げる。 

 

東北ブロックの持つ優れたポテンシャルを活かしながら、人・物・情報の国内外との交

流、連携を深め、低炭素社会の構築などの新たな時代の潮流に対応・貢献できる多様で

自立した圏域を形成していく。 

東北地方の将来像 

注１） 二地域居住：都市住民が都市と農山漁村に滞在拠点を持ち、双方を仕事や余暇で行き来しながら、田舎でのゆとりある生活を楽しむ新し
い居住スタイル。 

注２） Iターン：出身地以外の地方に移住する形態。 
注３） ライフスタイル：生活の様式や営み方、また人生観、価値観、習慣などを含めた個人の生き方。 
注４） ユニバーサル社会：年齢、性別、障害、文化などの違いにかかわりなくだれもが地域社会の一員として支え合うなかで安心して暮らし、一

人ひとりが持てる力を発揮して元気に活動できる社会。 
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（２）東北地方の道路整備・管理のあり方 

「東北のみちを考える懇談会」からの提言や、各県、市町村から頂いたご意見、ご提案、新たな

中期計画等を踏まえて、以下の５つの基本方針から今後の道路整備を進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
東北の今後の道路政策のあり方提言 

    【H19.1.12】 

新たな中期計画（全国計画） 

【H20.12.24】

道路の中期計画（東北地方版） 

○広域的な交流・連携の促進と、東

アジアの近接性を活かした産業

経済の国際競争力の強化 
―高速道路ネットワークの整備による「強い

東北」の形成 

（活力） 

○豪雪・地吹雪などの厳しい冬を

克服した安全・快適な地域づくり 
―冬期交通障害の緩和による冬期道路交

通サービスの確保 

（安全） 

○だれもが心から安心して生活で

きる地域づくり 
―くらしと命を守り、災害に備えた道路の

確保 

（暮らし・安全） 

○次世代につなげる地球環境の保

全と美しい風景の育成 
―美しい環境と調和し、観光資源としての

価値を高める道路の確保 

（環境） 

1.選択と集中の基本的考え方 

（1） 地域の実情を踏まえた計画

策定と厳格な事業評価 

（2） 政策課題・投資の重点化 

（3） 徹底したコスト縮減・無駄の

徹底した排除 

2.今後取り組む具体的な施策 

（1） 活力

① 基幹ネットワークの整備 

② 生活幹線道路ネットワークの

形成 

③ 慢性的な渋滞への対策 

1.選択と集中の基本的考え方 

（1） 地域の実情を踏まえた計画策定と適

切な事業評価 

（2） 政策課題・投資の重点化 

（3） 徹底したコスト縮減 

2.今後取り組む具体的な施策 【基本方針】 

（2）安全

① 交通安全の向上 

② 防災・減災対策 
（暮らし）

③個性と活力ある持続可能な地域づくり 

（3） 暮らし・環境

① 生活環境の向上 

② 道路環境対策 

③ 地球温暖化対策 

（安全）

② 冬にも強く、安全・安心できる地域づく

り 

（4） 既存ストックの効率的活用

① 安全・安心で計画的な道路

管理 

② 既存高速道路ネットワークの

有効活用・機能強化 

（環境）

④次世代につなげる地球環境の保全と美

しい風景の形成 

（既存ストックの効率的活用） 

⑤安全・安心で計画的な道路管理、既存

高速道路ネットワークの有効活用・機能

強化 

○個性と活力ある持続可能な地域

づくり 
―すべての人のくらしに快適さを運ぶ道路

の確保 

（暮らし） 

各県・市町村から頂いたご意見・ご提案

【H20.9～10】

○身近な道路の整備（生活道路や歩
道、バリアフリー化等） 

○幹線道路の整備（都市や拠点を結ぶ
幹線、通院・通学など日常の暮らしを
支える幹線等） 

1.今後の道路政策に求めるポイント 

（1） 新たな国土づくりへの対応 

（2） 既存道路の戦略的管理及び有

効活用 

（3） 道路利用者・地域住民とともに

進める道路整備 

（4） スピーディな政策展開 

2.提言 

（活力）

①広域的な交流・連携と産業経済の国際

競争力の強化 

反映 
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東北圏広域地方計画 

（環境）

1.恵み豊かな自然と共生する環境先進圏域の実現 

③美しい四季に彩られる森林や田園、川や海辺の保全と
継承 

③豊かな水環境と海域の環境保全・再生・利用 

①地球環境保全のための低炭素社会・循環型社会の構築 

①国際競争力を持つ産業群の形成 

②地球に優しいエネルギーの安定供給と世界を先導する
エネルギー技術開発の推進 

（活力）

3.地域の資源、特性を活かした世界に羽ばたく産業に

よる自立的な圏域の実現 

③東北圏の総合力が支える持続可能な農林水産業の創出

④東北圏ならではの地域資源を活かした観光交流の拡大 

（安全・暮らし）

2.雪にも強く安全で安心して暮らせる温もりある人に優

しい圏域の実現 

②冬に強い地域づくりの推進 

③都市と農山漁村の共生と交流を推進する持続可能な生活
圏域の形成 

④地域の持続的な発展の核となる活力ある都市の形成 

⑤暮らしやすい農山漁村の形成 

⑥人に優しい圏域づくり 

①災害に備えたしなやかな圏域の形成 

（活力）

4.交流・連係機能の強化による世界に開かれた圏域の

実現 

①「環太平洋・環日本海ゲートウェイ」の形成 

②高速交通交流圏の形成 

③圏域内外を結ぶ多様で重層的なネットワークの形成 

（新たな公）

5.東北圏民が一体となって地域を考え行動する圏域の

実現 

③「東北にっぽん」の創造を支える人材の育成と活用 

①「東北にっぽん」を創造する地域づくり協働体の構築 

 
東北ブロックの社会資本の重点整備方針 

【地方重点戦略・地方重点目標】 

（活力） 

1.地域の資源、特性を活かした産業による

自立的・持続的な圏域の実現 

①競争力ある産業を支える国内物流ネッ
トワークの形成 

②地域特性を活かした観光の充実 

（活力） 

２.交流・連携機能の強化による世界に開か

れた圏域の実現 

①東アジア・ロシアや北米等との国際交
流・連携強化 

（環境） 

4.恵み豊かな自然と共生する環境先進圏域

の実現 

①地球温暖化防止に向けた低炭素社会
の実現 

②資源の有効活用による循環型社会の
実現 

③歴史・伝統文化を活かした地域の形成 

④美しく豊かな自然環境との共生 

（新たな公） 

5.東北の人々が一体となって地域を考え行

動する圏域の実現 

①「新たな公」との協働 

（暮らし・安全） 

3.雪にも強く安全で安心して暮らせる温もり

のある人に優しい圏域の実現 

②高齢社会等に対応した安全で安心で
きる生活への支援 

③災害から暮らしを守る地域の形成 

④雪に強く、安心して暮らせる地域の形
成 

⑤既存の社会資本ストックの機能の持続
及び長寿命化 

①「東北発コンパクトシティ」による都市と
農山漁村の連携・共生 


